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研究成果の概要（和文）：英語力向上、英語教育の改革の必要性は、喫緊の課題であるが、その効果は必ずしも
あがっていない。
　大学全体における英語教育を対象として、統計的・定量的な評価を行った。全学部学生約1万人の大規模デー
タを複数年にわたり利用し（計約10万件）、各学部学科ごとの変化パターン、プログラムの効果を統計的・定量
的な評価も行った。毎年同様の、しかし各学部学科ごとに異なる変化が継続的に出現した。同時に、制度改革に
より、パターンに変化が生じることも明らかになった。同時に、TOEICスコアに与えた影響について、因果推
論、またグローバルコンピテンシー尺度BEVIと英語力向上との因果関係をも分析対象とした。
　

研究成果の概要（英文）：The need to improve English language proficiency and reform English language
 education is an urgent issue, but it has not yet achieved.
　We conducted a statistical and quantitative evaluation of English language education at the 
university as a whole. Using large-scale data on approximately 10,000 students across all faculties 
over multiple years (approximately 100,000 cases in total). We also conducted a statistical and 
quantitative evaluation of the patterns of change in each faculty and department and the 
effectiveness of the program. Similar, but different, changes continuously emerged each year for 
each faculty and department. At the same time, it became clear that institutional reforms can cause 
changes in the patterns. At the same time, causal inferences about the impact on TOEIC scores, as 
well as the causal relationship between the global competency scale BEVI and English proficiency 
improvement, were also included in the analysis.

研究分野： 高等教育

キーワード： 英語運用能力　TOEIC 　外国語教育  　統計的因果推論 　グローバルコンピテンシー 　異文化受容　
差分の差分分析　BEVI 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
 これまで多くの大学が学生の英語語学力向上に向けた様々な取り組みを行っている。各大学では各教育プログ
ラムごとに、様々な手法を用いて当該教育プログラムの効果を測定しているが、大学全体における英語に関連し
た全教育を対象とした横断網羅的また統計的・定量的な評価、またこれらのデータに基づくPDCAを行った分析は
皆無である。
　本研究は、「差分の差分分析」の手法を用いて、大学全体における英語に関連した教育を対象とした横断網羅
的また統計的・定量的な評価を行った分析を行った。また、その結果を、制度改革・プログラムの改善に応用
し、これらによる変化も測定することで、制度改革の効果も明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

本研究は、さまざまな教育プログラムが、大学生の英語語学力に対して有する因果効果について、量

的に推計することを目的とする。日本人学生の語学力は、他の先進諸国またアジア諸国と比べても低い

水準に留まり(Educaiton First 2016)、日本人学生の英語力向上の必要性、また大学における英語教育

の改革の必要性は、喫緊の課題となっている。また、経済・社会のグローバル化が進展するなかで、産

業界からもこの問題について様々な提言（経済同友会 2013、グローバル人材育成推進会議 2012）が行

われている。 

このような社会的要請の中で、多くの大学においては主として教養教育の 2 年間で、第一外国語とし

ての英語教育、留学プログラム、オンライン教材等、様々な英語力向上に関する教育プログラムが実施

されている（例えば、広島大学においては約 20 種類のプログラム）。このような正規課程、正規課程外

での英語教育プログラムは同時並行的に、異なる期間にわたり、上記のような異なる学生グループを対

象に行われており、これらの教育プログラムのどのような組み合わせが、語学力向上に寄与しているか

は不明である。 

また語学力の問題を考えるうえで重要視されるべき点は、大学入学時の学生の英語力に、学部・学

科間また学生間で大きな差が見られる点である。このような事前の異質性は、教育プログラムが持つ効

果が、学生によって大きく異なる可能性を示唆している。このような学生グループを対象に分析する場

合は、個々の教育プログラムのみではなく、大学全体における教育を対象として、横断網羅的また統計

的・定量的な評価が必要不可欠であるが、そのような分析はこれまで存在していない。 

 
 
 
２．研究の目的 

本研究では大学自体がすでに保有している多種多様な個票データ（TOEIC スコアの変化、登録した

クラスのサイズ・教員の属性、留学プログラムへの参加状況、オンライン教材の利用状況など）を用いる

ことで、大学の正規課程また正規課程外で行われている特定の介入（例：英語クラス、外国人教員、留

学、オンラインコース等）が、学生の英語力や意識に対してどのような影響を生じさせているのかを大学

全体における英語に関連した教育を対象とした横断網羅的また統計的・定量的な評価を行う。 

 
 
３．研究の方法 

本研究ではまず、学生の語学力、教育プログラムへの参加、および基礎情報を含むデータ・ベース

の構築を行う。また当該データを分析する際には、潜在結果モデル（Rubin 1974）に基づく統計的因果

推論(Imbens and Rubin 2015)を用いる。当該手法は、特定の理論モデルに依存せずに、因果効果の量

的推計が可能であり、教育問題のような適切な数理モデルの構築が困難な分野においては、特に適し

た手法であると考えられる。 

対象とするデータでは、各学生は複数回 TOEIC テストを受けており、教育プログラム前・後の成績が

観察可能であり、パネル・データの構造を有している。この利点を生かすために、差分の差分分析法を

適用し、推計のバイアスを減らすことを測る。 

さらに本データには、学生の所属学部や成績など、豊富な学生の背景情報を含んでおり、これらを用

いることで、バイアスをさらに減らすことが可能となる。具体的には、Abadie (2005)で提唱された、傾向ス

コアマッチング法と差分の差分分析法を組みわせる。 

すでに暫定的分析を短期留学プログラム参加学生に行い、データの制約の中で、考えうる最善の推



計手法を用いた結果、当該プログラムが比較的大きな因果効果を有することを検証した。しかしながらこ

の分析では傾向スコア推計の際に用いることができた個人属性が、各学生の所属学部と事前の TOEIC

スコアのみであり、さらなる個人属性の追加が必要であることも明らかとなった。本研究では、使用可能

な属性に関するデータベースのさらなる拡張を行い、拡張されたデータベースのもとで、より多くの個人

属性を考慮に入れた分析を行う。 

最後に本研究では、TOEIC スコアのような客観指標だけではなく、留学への意識や外国への印象な

ど、各学生の主観変数についても、データを収集する。このような指標も用いることで、教育プログラム

が学生の内面に与える影響も含めた、多様な効果について推定する。。 

 
 
 
 
４．研究成果 
 

予定していた以上の数・質のパネルデータを収集した。広島大学の全 1 年生及び 3 年生の TOEIC

パネルデータを用いた分析を行った。 

  また個人属性による差異を明らかにするため、全学成績システムより個人属性（GPA、受講科目、教

員属性、留学経験等約 20 項目）を抽出し、これらを用いた分析を 開始した。加えて 21 年度からは全

受講科目の成績スコアも利用した分析を可能とした。 

 さらに、本補助金申請をした段階では計画をしていなかった、語学力・留学への意識を含むグロー

バルコンピテンシーについての各学生の心理的変数についても、心理学モデルに基づいた客観的測

定テストを全一年生を対象として実施し、全一年生の約 6 割にあたる 1500 人のデータを収集し、これら

を用い分析を開始した。 

 後者の二点については、まだ十分な分析ができていないが、これらの指標をも用いることで、教育プロ

グラムが学生の内面に与える影響も含めた、包摂的な分析を可能とする。 

上記の結果を通算で 6 件の論文、11 件の学会発表（内８件の国際学会））にまとめた。学会発表の内

容は今後公刊する予定である。 
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